
未分化細胞の増減をモニタリングできます

ヒトES/iPS細胞モニタリングキット
rBC2LCNは国立研究開発法人産業技術総合研究所との共同開発品です。

コードNo. 品名 規格 容量 希望納入価格
（円）

299-78301 Human ES/iPS Cell Monitoring Kit 再⽣医療研究
用 96回用 96,000

rBC2LCNレクチンはヒトES/iPS細胞表面に存在するポドカリキシン上のムチン様O型糖鎖である
H-type3（Fucα1-2Galβ1-3GalNAc）に高い親和性を持つため、ヒトES/iPS細胞の未分化
マーカーとして報告されています。本キットでは、rBC2LCNと未分化マーカー抗体を用いたサンドイッチ
アッセイで、ヒトES/iPS細胞から培養上清に放出された糖タンパク質を定量的に測定することで、ヒト
ES/iPS細胞数を推測できます。

特⻑
� 未分化細胞から分化過程にある細胞の培養上清を分析することで、未分化細胞の増

減をモニタリングできる。
� 培養上清（50μL）を測定対象とするため、細胞を検査に消費することなく分析でき、

細胞はそのまま培養を継続することができる。
� ELISA法を用いるため、簡便に多検体を処理できる。

原理

糖タンパク質を含む培養上
清をウェルに添加するとウェ
ル底に固定化した
rBC2LCNと培養上清中
に含まれる糖タンパク質上
の糖鎖が結合する。

HRP標識抗体溶液を
添加し反応させた後、
酵素反応により発色
基質を発色させる。
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ヒトES/iPS細胞数

吸光度を測定してヒト
ES/iPS細胞数を推測す
る。

培養上清 rBC2LCN

ヒトES/iPS細胞 H-type3

ヒトES/iPS細胞膜上に
存在する糖タンパク質が
培養上清中に放出される。

糖タンパク質

培養上清を回収

TMB基質

HRP標識抗体
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分化細胞培養上清へのヒトiPS細胞培養上清のスパイク実験
ヒトiPS細胞201B7株をStemSure® hPSC培地Δを用いて培養を⾏い、

培地交換翌日にその培養上清を回収した。同時に細胞数をカウントし、培養
上清を段階的にStemSure® hPSC培地Δで希釈し、本キットに供した。結
果、高い相関係数をもつ近似式が得られた。この近似式より、この培養条件
下でのヒトiPS細胞の検出下限値※を求めると、23 cells/mLであった。
また、線維芽細胞の血清含有の培養上清に添加したヒトiPS細胞の培養

上清が測定可能か確認した。ヒトiPS細胞の混合割合を0〜20%（0〜
2×104 cells/mL：総細胞数 1×105 cells/mL）となるように、線維芽
細胞の培養上清へヒトiPS細胞の培養上清を混合し、本キットに供した。結
果、高い相関係数をもつ近似式が得られ、血清および線維芽細胞存在条件
で作成した培養上清中においてもヒトiPS細胞の培養上清を測定可能であっ
た。また、線維芽細胞とiPS細胞の混合試料から得られた近似式よりこの条
件下でのヒトiPS細胞の検出下限値※を求めると、170 cells/mL であった。

※検出下限値：培地のみのバックグラウンドの吸光度平均 + 3.3SDと
近似式から算出した細胞数。

y = 0.1727x + 0.3221
R² = 0.9986

y = 0.1558x + 0.3117
R² = 0.9983
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iPS細胞単独試料
線維芽細胞とiPS細胞の混合試料

細胞株間及び培地間の比較
ヒトiPS細胞201B7株及び253G4株を各未分化維持用培地（培地A, B, C, D）で培養後、培地交換翌日に培養上清を回収

した。細胞数をカウントし、各未分化維持用培地を用いて2,000cells/mLとなるように各培養上清を希釈し、本キットを用いて吸光度
を測定した。その結果を下図に示す。この結果により、細胞株あるいは培地などの培養条件により細胞数（cells/mL）が一定であって
も、シグナル強度が異なることが分かる。そのため、標準曲線は培養条件ごとに作成して頂く必要があります。
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上段：ヒトiPS細胞株名


